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249 抒情する文言

と
に
な
る
。
嘗
時
上
海
を
中
心
に
勃
興
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
し
た
小
説
界
革
命
は
、

治
小
説
序
」
な
ど
を
起
貼
と
し
て
、
従
前
の
古
典
小
説
と
は
異
な
り
政
治
的
指
向
を
も
含
み
う
る
一
群
の
清
末
小
説
を
生
み
出
し
た
。
五

四
文
學
革
命
を
経
て
、
口
語
罷
の
小
説
や
詩
、
ま
た
練
謁
劇
を
含
む
話
劇
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
と
り
わ
け
小
説
の
地
位
は
大
き
く
向
上

し
た
。
中
國
文
學
史
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
清
末
民
初
の
文
學
状
況
に
つ
い
て
、
陳
平
原
は
小
説
が
文
學
の
周
縁
か
ら
中
心
へ
と
移
動
し
、

(
l
)
 

そ
の
過
程
で
「
史
博
」
と
「
詩
顆
」
と
い
う
偉
統
文
學
の
精
華
を
小
説
が
受
け
織
い
だ
と
論
じ
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
文
學
革
命
直
前
の
●
九
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
一
一
平
＇
版
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
な
が
ら
、
五
四
文

學
の
立
場
か
ら
は
も
っ
ば
ら
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
、
徐
枕
亜
の
『
玉
梨
魂
』
で
あ
る
。
文
言
文
で
書
か
れ
、
鴛
喬
瑚
蝶
派
の
代
表
作

己
表
現
の
様
式
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

科
攀
制
度
の
確
立
・
維
持
に
よ
っ
て
、
古
典
詩
文
は
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
中
陸
文
人
に
と
っ
て
必
須
の
教
養
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

n

清゚
末
民
初
の
文
人
と
文
學
状
況

0

は

じ

め

に

『
玉
梨
魂
』

抒
情
す
る
文
言

一
九

0
五
年
の
科
學
駿
止
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
科
學
世
代
は
新
た
な
自
己
表
現
を
模
索
す
る
こ

の
語
り
と
文
證
|
|
＇

一
八
九
八
年
の
梁
啓
超
「
諜
印
政

中

里

見

敬
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篇
斯
腸
曲
，
漸
賄
唱
到
尾
啓
父
。

556.13

梨
娘
之
情
将
愈
倫
於
悲
苦
之
境
，
記
者
所
以
遅
遅
不
忍
下
筆
也
。

4
9
7
.
8

閲
者
諸
君
向
憶
及
《
玉
梨
魂
》
第

章
”
非
花
＂

一
節
乎
？
・
[
:
・
…
]
艶
哉
辛
夷
，
有
美

此
後
之
《
玉
梨
魂
》
，
由
熱
闇
而
入
於
冷
淡
，
由
希
望
而
趨
於
結
束
。

人
．
遥
遥
相
封
，
但
此
入
来
而
夢
霞
輿

語
り
手
の
介
入
に
見
ら
れ
る
も
う

543 . 
20 

人
？

497 
． 
13 

非
失
睡
也
，
非
春
困
也
，
嗚
呼
！
病
突
。

490.17

の
疑
問
を
先
取
り
す
る
例
は
見
ら
れ
、
射
話
性
が
成
立
し
て
い
る
。

白
話
小
説
の
「
説
話
人
」
ー
「
看
官
」
に
封
し
て
、
「
記
者
」

I

「
OO者
諸
君
」
と
い
う
書
面
化
を
前
提
と
し
た
作
家
ー
讀
者
の
隅
係
へ

と
雙
化
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
顕
在
化
し
た
語
り
手
が
直
接
讀
者
へ
語
り
か
け
る
回
路
を
保
持
し
て
い
る
貼
は
、
蕉
来
の
白
話
小
説
と

共
通
す
る
。
白
話
小
説
で
ま
ま
見
ら
れ
た
、
聰
き
手
が
語
り
手
へ
問
い
か
け
る
よ
う
な
場
面
は
さ
す
が
に
な
い
も
の
の
、
語
り
手
が
讀
者

毎
晨
必
雷
窓
封
鏡
理
敗
，
今
何
以
日
已
向
午
，
窓
猶
深
鎖
？
其
夜
睡
過
遅
，
沈
沈
不
醒
耶
？
抑
春
困
已
極
，
濯
懺
難
起
耶
？
・
[
…
…
]

記
者
於
此
更
有
一
疑
問
，
欲
為
諸
君
解
決
。
夢
霞
寓
居
崖
氏
已
近
三
月
，
知
否
雀
氏
之
脊
艇
舎
梨
娘
、
鵬
郎
等
以
外
，
尚
有
研
均
偕
其

我
書
至
此
，
知
閲
者
必
有
所
惑
。
何
惑
乎
？
則
日
：
夢
霰
封
於
姻
事
，
究
持
若
何
之
態
度
，
顧
乎
？
不
願
乎
？

つ
の
特
徴
は
、
作
品
全
閥
の
構
成
を
讀
者
に
意
識
さ
せ
る
よ
う
な
言
説
で
あ
る
。

不
可
不
知
者
也
。

459.21

小
説
の
雨
方
の
表
現
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
内
心
獨
白
を
含
む
作
中
人
物
の
聾
に
つ
い
て
は
次
章
に
譲

中
國
の
停
統
的
な
文
言
小
説
は
、
基
本
的
に
史
他
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
、
語
り
手
の
介
入
は
末
尾
に
お
け
る
「
史
官
曰
」
「
異
史
氏

曰
」
と
い
っ
た
歴
史
家
の
コ
メ
ン
ト
（
お
よ
び
そ
の
愛
形
）
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
の
が
背
通
で
あ
る
。

事
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
し
、
顕
在
化
し
た
語
り
手

(11
講
繹
師
）
が
物
語
に
介
人
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
豫
街
し
た
り
、
道
徳
的
な
説
教
を

し
た
り
、
讀
者

(11
聰
き
手
）
に
直
接
語
り
か
け
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
廣
く
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
玉
梨
魂
」
は
文
言
で
書
か
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
叙
事
ス
タ
イ
ル
は
む
し
ろ
白
話
小
説
と
共
通
し
、
古
典
文
詞
小
説
に
比
べ
て
形
式
的
通
俗
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

以
下
、
『
玉
梨
魂
」
に
お
け
る
語
り
手
の
機
能
を
具
骰
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
最
も
容
易
に
語
り
手
の
顕
在
化
を
見
て

取
れ
る
の
は
、
物
語
内
容
を
先
取
り
し
て
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。

咄
咄
，
女
郎
何
来
？
女
郎
何
哭
？
・
[
…
…
]
吾
知
女
郎
殆
必
奥
梨
花
同
其
薄
命
，
且
必
輿
夢
霞
同
具
擬
俯
0

[
…
…
]
蓋
此
夜
之
奇

逢
，
即
夢
霞
入
夢
之
始
突
。

4
4
3
.
6

嗚
呼
，
夢
霞
燦
知
従
此
遂
倫
於
苦
海
乎
？

嵯
嵯
！
可
憐
身
世
，
従
今
伯
封
駕
喬
；
大
好
因
縁
，
記
料
覚
成
木
石
。
普
天
下

h
楠
人
，
能
不
詞
聾
．
哭
哉
！

瞳
，
登
料
悲
吟
，
覚
成
凶
識
。
瞳
，
此
酸
楚
之
哀
音
，
平
日
心
腐
雨
人
最
終
之
酬
答
，
而
此
夜
之
幽
期
，
即
為
雨
人
最
後
之
交

こ
う
し
た
言
説
は
、
全
知
全
能
の
語
り
手
が
作
中
人
物
の
運
命
を
先
説
法
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
う
し

下
の
語
り
手
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
、
語
り
手
が
物
語
内
容
を
叙
述
す
る
部
分
か
ら
匝
別
す
る
マ
ー
カ
ー
と
し
て
作
用
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
語
り
手
を
い
か
に
も
生
身
の
人
間
ら
し
い
憾
情
を
持
っ
た
存
在
に
し
た
て
て
い
る
。

次
に
、
語
り
手
と
聴
き
手
が
ど
の
よ
う
に
呼
稲
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
。

記
者
雖
不
文
，
決
不
敢
窺
此
械
褻
之
俯
，
以
汚
我
賓
貴
之
筆
黒
，
而
開
罪
於
閲
者
諸
君
也
。
此
記
者
他
述
此
書
之
本
旨
，
閲
此
書
者
，

た
語
り
手
の
言
説
が
し
ば
し
ば
「
咄
咄
」
「
嗚
呼
」
「
嵯
晩
」

と
い
っ
た
感
嘆
詞
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
感
嘆
詞
は
、
そ
れ
以

際
，
従
此
更
無
一
面
縁
突
。

565.11

460 
． 
5 

446 
． 
16 

一
方
、
白
話
小
説
は
語
り
物
の
叙

り
、
本
章
で
は
『
玉
梨
魂
」
の
語
り
手
に
つ
い
て
検
討
す
る
。



255 抒情する文言 254 

命
軍
中
之
無
名
英
雄
耶
？
吾
過
突
，
吾
過
実
I

586 
． 
15 

此
書
全
篇
，
記
者
已
不
能
盛
憶
，
僅
記
其
中
幅
有
曰
：

558
．20

梨
娘
函
尾
，
尚
有
一
絶
旬
，
其
起
聯
曰
＂
血
書
常
在
我
咽
喉
，

劉
字
韻
而
已
。

563.10

代
償
と
し
て
、
生
身
の
人
間
ら
し
さ
と
語
り
の
慎
賓
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

年
後
革

上
の
例
は
第
一
章
で
梨
花
と
辛
夷
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
讀
者
に
想
起
さ
せ
て
い
る
。
も
う
一
人
の
女
性
・
崖
約
俯
が
登
場
す
る
場
面

こ
の
よ
う
に
『
玉
梨
魂
』
は
古
典
白
話
小
説
の
語
り
の
特
徴
を
基
本
的
に
績
承
す
る
一
方
で
、
没
個
性
的
で
匿
名
的
な
白
話
小
説
の
語

り
手
か
ら
、
書
か
れ
た
作
品
の
穂
設
計
士
と
し
て
よ
り
個
性
的
・
近
代
的
な
作
家
砿
識
を
も
つ
語
り
手
へ
の
髪
容
を
も
指
摘
す
る
こ
と
が

と
こ
ろ
が
、
『
玉
梨
魂
j

の
語
り
手
は
、
テ
ク
ス
ト
の
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
大
き
く
髪
貌
し
て
い
く
。
ま
ず
そ
の
兆
候
は
自

上
の
例
は
夢
霞
の
手
紙
、
下
の
例
は
梨
娘
の
詩
に
つ
い
て
、
語
り
手
が
そ
れ
ら
を
思
い
出
せ
な
い
こ
と
を
正
直
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
場

面
は
作
品
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
語
り
手
の
動
描
は
奇
異
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
語
り
手
は
全
知
全
能
の
放
棄
の

こ
れ
ま
で
物
語
世
界
の
外
か
ら
作
中
人
物
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
語
り
手
は
、
テ
ク
ス
ト
の
最
後
に
お
い
て
物
語
世
界
内
の
語
り
手
へ

(11) 

と
劇
的
な
愛
貌
を
と
げ
る
。
第
二
十
八
章
の
末
尾
で
、

而
此
一
部
悲
惨
之
《
玉
梨
魂
》
，
以

と
、
作
品
全
骰
の
構
成
を
説
明
し
て
み
せ
た
語
り
手
は
、
績
く
第
二
十
九
章
「
日
記
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
書
将
止
於
是
，
而
結
果
未
明
，
未
免
留
閲
者
以
有
餘
不
壺
之
恨
。
妥
濡
餘
墨
，
績
記
如
下
。
恨
余
籠
力
脆
弱
，
不
能
為
誹
龍
之
捧

こ
う
し
て
、
語
り
手
は
ど
の
よ
う
に
し
て
夢
霞
の
歴
史
を
知
る
に
至
っ
た
か
、
物
語
の
博
逹
経
路
を
明
ら
か
に
し
は
じ
め
る
。

余
輿
夢
霞
無
半
面
之
識
，
此
事
蓋
得
之
於
一
友
人
之
佃
述
。
此
人
奥
夢
霞
有
交
誼
固
無
待
言
，
且
可
決
其
為
輿
是
書
大
有
闘
係
之
人
。

藍
夢
霞
之
歴
史
，
知
之
者
曾
無
幾
人
，
而
此
人
能
悉
學
其
隠
以
告
余
，
其
必
為
局
中
人
無
疑
也
。
関
者
試
掩
巻

九
一
〇
、
宜
統
二
年
）
の
冬
、
石
擬
の
手
紙
と
と
も
に
こ
の
小
説
の
材
料
が
、

彼
の
留
學
先
で
あ
る
東
京
の
早
稲
田
大
學
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
梨
娘
を
死
な
せ
、
鈎
俯
の
前
途
を
誤
ら
せ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
海
外
遊
學
し
て
い
る
夢
霰
に
封
し
て
、
語
り
手
は
好
感
を
持
た
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鉤
伯
の
結
末
が
記
さ
れ
て
い
な
い
不
完
全
な

材
料
だ
っ
た
の
で
、
語
り
手
は
石
擬
の
依
頼
に
反
し
て
、
こ
れ
を
小
説
に
す
る
こ
と
は
斯
念
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
後
、
武
昌
蜂
起
が
お
こ
る
。
語
り
手
の
友
人
で
あ
る
黄
某
が
戦
場
の
様
子
を
話
し
、
死
を
看
取
っ
た
一
兵
士
に
託
さ
れ

た
と
い
う
小
冊
を
語
り
手
に
見
せ
る
。
「
雪
鴻
涙
草
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
唱
和
の
詩
詞
は
、
な
ん
と
夢
霞
の
も
の
で
あ
っ
た
。
夢
霞
が
中

華
民
國
建
國
の
た
め
に
殉
死
し
た
こ
と
を
知
り
、
語
り
手
「
余
」
の
夢
霞
に
封
す
る
評
債
は
こ
変
す
る
。

余
因
不
識
夢
霞
，
故
以
常
情
測
夢
霞
，
而
疑
其
為
惜
死
之
人
、
負
心
之
輩
，
固
安
知
一
年
前
余
意
中
所
不
満
之
人
，
郎
為

夢
霞
の
殉
死
と
い
う
事
賓
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
「
余
」
は
石
擬
の
求
め
に
應
じ
て
筆
を
執
る
氣
に
な
る
。

夢
霞
有
此
一
死
，
可
以
潤
吾
枯
筆
芙
。
雖
然
，
飛
鳥
投
林
，
各
有
鐙
宿
，
而
彼
薄
命
之
鉤
情
，
尚
未
知
諷
泊
至
於
何
所
，
吾
晋
又
烏

語
り
手
と
秦
石
擬
は
六
年
前
の
同
學
で
あ
っ
た
。
庚
戌

擬
突
。

583.20

也。

583.18

哭
開
局
，
亦
遂
以
一
哭
収
場
突
。

583.15

語
り
手
の
作
中
人
物
化

思
，
常
即
悟
為
石

一
紙
焚
呑
一
紙
留
“
，
其
下
二
旬
，
則
記
者
不
能
復
憶
，
但
記
其
押

己
の
言
説
に
封
す
る
自
信
の
動
揺
と
し
て
現
れ
る
。

で
き
る
。

で
、
梨
花
に
白
梨
影
を
、
辛
夷
に
鈎
偕
を
そ
れ
ぞ
れ
比
擬
す
る
趣
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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1

3

 

乎？．

56
．
2

直
な
登
露
と
し
て
、
圃
等
の
賞
賛
を
受
け
て
い
る
こ
と
だ
。
第

と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
よ
り
重
変
な
の
は
、

意
者
此
日
記
之
開
局
，
即
為
研
均
俯
始
病
之
期
，
此
日
記
之
終
篇
，
即
腐
研
均
俯
臨
終
之
語
，
血
此
日
記
鯰
夢
霞
所
得
，
則
夢
霞
於
鉤
偕

死
後
，
必
再
至
是
郷
，
収
拾
零
香
剰
粉
，
然
後
脱
離
情
海
，
飛
渡
扶
桑
。
此
雖
厩
余
之
臆
測
，
揆
諮
事
貨
，
蓋
亦
不
謬
。
然
研
均
俯
病

中
之
情
形
如
何
？
死
後
之
状
況
如
何
？
記
者
未
知
其
詳
，
何
従
下
筆
？
無
已
，
具
即
以
此
日
記
介
紹
於
閲
者
諸
君
可
乎
？

「
余
」
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
鮨
俯
の
死
と
夢
霞
の
日
本
留
學
に
至
る
経
過
を
推
測
し
、
約
伯
の
日
記
を
以
下
に
引
用
す
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
十
九
章
は
、
も
っ
ば
ら
語
り
手
「
余
」
が
こ
の
小
説
を
執
箪
す
る
こ
と
に
な
っ
た
動
機
と
経
過
を
述
べ
る
こ
と
に
費

や
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
余
」
は
石
疑
や
演
某
と
い
っ
た
作
中
人
物
と
同
じ
物
語
批
界
内
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
物
語
世

は
こ
こ
で
は
物
語
世
界
内
の
作
中
人
物
と
し
て
の
役
割
を
奥
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
第
三
十
章
に
お
い
て
も
、
「
余
」
は
語
り
手
と
作
中
人
物
の
二
役
を
兼
ね
る
。
「
余
」
は
梨
娘
の
義
父
・
雀
翁
と
遺
子
・
鵬
郎
の

見
せ
、
黄
某
か
ら
蘭
い
た
夢
霞
の
最
期
を
話
す
。
こ
れ
を
聞
い
た
石
擬
は
「
今
有
此
]
化
，
更
足
令
全
苫
生
色
，
可
以
濡
染
大
筆
，
賤
余

昔
日
之
謂
突
」

(592.17)
と
、
改
め
て
「
余
」
に
執
筆
を
促
す
。
柑
翁
は
す
で
に
亡
く
な
り
、
鵬
郎
は
親
戚
に
引
き
取
ら
れ
た
と
い
う
。

「
余
」
と
石
擬
は
、
夢
霞
が
花
を
葬
っ
た
場
所
へ
行
く
が
す
で
に
碑
石
は
な
く
、
梨
と
辛
夷
の
木
も
枯
れ
た
た
め
切
り
倒
さ
れ
て
い
た
。

二
人
は
崖
氏
の
故
居
で
人
の
世
の
無
常
を
か
み
し
め
る
、
と
い
う
場
而
で
テ
ク
ス
ト
は
閉
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
り
手
の
位
境
の
愛
化
は
、
語
り
の
興
質
性
を
保
證
す
る
た
め
の
作
者
の
政
脳
の
表
れ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
テ
ク
ス
ト

内
で
偲
統
的
な
語
り
手
が
徐
々
に
生
身
の
人
間
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
最
終
的
な
蹄
結
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
白
話
小
説
の
抽
象

的
普
遍
的
語
り
手
と
は
異
な
る
、
個
別
特
殊
的
な
こ
の
物
語
を
語
る
必
然
性
を
帯
び
た
近
代
的
語
り
手
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

換
言
す
れ
ば
、
周
知
の
歴
史
物
語
を
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
語
り
嬰
え
る
白
話
小
説
や
古
典
戯
劇
の
語
り
に
封
し
て
、
『
玉
梨
魂
』

プ
ラ
イ
ペ
ー
ト

の
場
合
は
、
書
簡
お
よ
び
小
冊
に
残
さ
れ
た
唱
和
詩
や
日
記
と
い
う
陸
私
的
な
他
達
経
路
を
経
て
、
こ
の
語
り
手
「
余
」
し
か
知
り
得
な

い
物
語
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
物
語
内
容
の
信
憑
性
は
、
歴
史
に
で
は
な
く
、
語
り
手
の
語
る
行
為
に
よ
っ
て
の
み
決
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

: 語
り
手
「
余
」
と
石
擬
が
、
夢
霞
の
戦
死
を
高
く
評
債
し
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
「
余
」
の
執
筆
の
動
機
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
『
玉
梨
魂
』
の
物
語
内
容
と
蝋
顧
を
き
た
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
語
り
手
の
考
察
の
最
後
と
し
て
、
上
述
し
た
語
り
手
の
特
質
と

古
典
白
話
小
説
が
歴
史
害
の
鉄
を
補
い
道
徳
を
宣
揚
す
る
と
い
う
止
嘗
化
を
必
娑
と
し
た
の
に
対
し
て
、
消
末
民
初
の
小
説
に
お
い
て

は
、
儒
教
倫
理
に
か
わ
っ
て
愛
國
心
と
い
う
近
代
的
な
屈
民
國
家
の
倫
理
観
が
、
小
説
を
成
り
立
た
せ
る
外
枠
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ

レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
憩
愛
と
愛
獣
心
が
と
も
に
人
の
性
情
の
素

「
揮
血
」
で
は
、
絶
交
の
揺
志
を
侮
え
た
梨
娘
の
手
紙
に
封
し

て
、
夢
霞
が
血
瞥
を
し
た
た
め
る
。
そ
の
行
為
に
語
り
手
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
ほ
ど
こ
す
。

嗚
呼
，
男
兒
流
血
自
有
債
値
，
今
炒
霞
初
用
之
於
兒
女
之
愛
梢
，
母
乃
不
値
賊
！
雖
然
，
天
地

俯
窟
也
，
英
雄
皆
情
種
也
。
[
…
…
]

能
為
兒
女
之
愛
情
而
流
血
者
，
必
能
為
陸
家
之
愛
俯
而
流
血
，
鯰
兒
女
之
愛
愉
而
梢
其
血
者
，
安
望
共
能
為
國
家
之
愛
情
而
捨
其
血

「
兒
女
之
愛
情
」
の
た
め
に
血
を
流
す
者
は
、
必
ず
や
「
國
家
之
愛
伯
」
の
た
め
に
も
血
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
語
り
手
の
介

テ
ク
ス
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
隅
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

語
り
手
の
言
説
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

消
息
を
探
る
た
め
に
蓉
湖
へ
赴
き
、
ま
ず
石
擬
を
訪
ね
る
。

の
戦
死
を
知
ら
な
い
石
凝
に
対
し
て
、
「
余
」
は
夢
霞
の
小
冊
を

界
外
の
語
り
手
と
い
う
賽
格
に
加
え
て
、

587 . 
15 

最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
鈎
俯
の
結
末
で
あ
っ
た
。

能
忽
然
遺
之
？

587 

2 

の
残
し
た
小
冊
の
末
尾
に
、
研
均
伯
の
日
記
を
漿
見
す
る
。
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中
國
語
の
自
由
間
接
話
法

る
こ
と
に
す
る
。

の
よ
う
な
文
言
文
を
分
析
す
る
際
に
も
有
妓
だ
と
考

入
に
よ
る
言
説
は
、
こ
こ
で
は
い
か
に
も
唐
突
に
聞
こ
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

く
、
天
下
國
家
の
た
め
に
身
を
捧
げ
た
の
だ
と
知
り
、
「
吾
過
突
！
」
と
悟
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
四
章
と
比
べ
て
、
こ
の
「
余
」
の
言
説
は
は
る
か
に
説
得
力
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
箪
に
夢
霞

が
｛
貰
際
に
殉
死
し
た
と
い
う
物
語
内
容
の
展
開
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
地
の
文
に
お
け
る
語
り
手
の
介
入
か
ら
、
血
肉
を
帯
び
た
作
中
人

物
で
あ
る
「
余
」
の
言
説
へ
と
い
う
嬰
化
が
深
く
間
輿
し
て
い
る
。
「
兒
女
梢
」
と
「
英
雄
氣
」
を
結
び
つ
け
、
男
女
の
情
を
國
に
殉
じ

る
精
神
へ
と
昇
華
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
叙
事
構
造
の
嬰
容
に
支
え
ら
れ
て
破
綻
な
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
『
玉
梨
魂
』

は

時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
見
事
に
謄
現
し
、
陳
平
原
の
い
う
「
兒
女
之
俯
和
家
巖
之
心
難
舎
難
分
，
逼
是
泊
末
民
初
言
情
小
説
的
一
大
特

古
典
白
話
小
説
の
作
中
人
物
は
、
基
本
的
に
直
接
話
法
の
セ
リ
フ
の
中
で
し
か
登
話
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

『
玉
梨
魂
』
が
夢
霞
と
梨
娘
の
交
わ
し
た
書
簡
の
引
用
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
二
人
の
作
中
人
物
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
再

現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
書
簡
と
は
別
に
二
人
の
間
で
應
酬
さ
れ
た
詩
詞
が
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
同
様
の
放
果

を
登
揮
し
て
い
る
。
近
代
小
説
が
確
立
す
る
過
程
で
、
書
簡
憫
小
説
と
い
う
形
式
が
多
産
さ
れ
る
こ
と
は
、
西
歌
の
文
學
史
に
も
共
通
す

る
現
象
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
玉
梨
魂
」
の
テ
ク
ス
ト
に
夢
霞
や
梨
娘
の
こ
と
ば
を
刻
む
の
は
、
書
簡
や
詩
詞
だ
け
で
は
な
い
。
本
来
な
ら
語
り
手
の
整

に
よ
っ
て
滴
た
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
地
の
文
に
お
い
て
も
、
作
中
人
物
の
磐
が
随
所
に
響
い
て
い
る
の
だ
。
本
章
で
は
そ
の
様
子
を
論
じ

語
り
手
の
支
配
す
る
地
の
文
に
作
中
人
物
の
啓
が
浸
透
す
る
現
象
は
、
西
洋
間
語
で
は
自
由
間
接
話
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
國
語
で
は
動
詞
の
時
制
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
稲
を
示
す
主
語
も
省
略
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
判
別
に
は
困
難
な
黙
が
少

な
く
な
い
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
現
象
と
し
て
、
偲
逹
動
詞
が
存
在
す
る
有
標
の
話
法
形
式
に
お
い
て
も
、
中
國
語
で
は
「
従
屡
~
意
識
」

が
弱
い
た
め
に
、
被
偲
逹
部
に
並
列
さ
れ
た
第
二
節
以
降
の
従
蜀
節
が
主
節
と
同
等
の
獨
立
性
を
も
ち
、
よ
っ
て
自
由
間
接
話
法
と
同
様

(13) 

の
放
果
を
獲
得
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
摘
は
、

え
る
。
以
下
、
偲
達
動
詞
の
有
無
を
甚
準
に
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
み
る
。

ま
ず
、
偲
逹
動
詞
の
あ
る
場
合
で
あ
る
。

夢
霞
悶
極
無
聯
，
聞
此
奇
香
'
[
…
…
]
感
念
梨
娘
以
此
化
相
胎
，
是
艘
能
知
我
病
者
，
是
慎
能
治
我
病
者
。
其
用
情
之
深
，
不
知

作
中
人
物
の
言
説

貼
」
を
具
備
し
た
代
表
作
た
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
余
」
は
は
じ
め
歩
霞
の
こ
と
を
「
惜
死
之
人
」
「
負
心
之
輩
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
｛
貰
は
夢
霞
は
梨
娘
の
生
前
の
意
思
を
賓
現
す
べ

情
而
死
輿
殉
國
而
死
，
其
軽
重
之
相
去
為
何
如
！

586 
． 
12 

突
！
今
乃
知
夢
霞
固
謡
落
丈
夫
，
梨
娘
尤
非
尋
常
女
子
。
無
兒
女
梢
，
必
非
箕
英
雄
；
有
英
雄
氣
，
斯
為
好
兒
女
。

[
…
…
]
 夫
殉

其
為
惜
死
之
人
、
負
心
之
輩
，

願
，
彼
所
謂
得
一
営
以
報
國
，

人
物
「
余
」
の
言
説
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

夢
霞
死
突
，
夢
霞
殉
國
而
死
突
。
余
餞
之
所
以
不
渦
於
夢
霞
者
，

死
耳
。
就
知
一
死
非
夢
霞
所
難
，
徒
死
非
夢
霞
所

即
以
報
知
己
者
，
其
立
志
至
高
明
，
其
用
心
至
堅
忍
。
余
因
不
識
夢
霞
，
故
以
常
情
測
夢
霞
，
而
疑

固
安
知
ー
年
前
余
意
中
所
不
滴
之
人
，
即
為
：
年
後
革
命
軍
中
之
無
名
英
雄
耶
？
吾
過
突
，
吾
過

以
其
鋏
梨
娘 の
戦
死
が
明
ら
か
に
な
っ
た
第
二
十
九
章
で
は
、
作
中
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幾
許
．
我
亦
不
虚
此
病
突
。
雖
然
，
我
病
若
此
，
梨
娘
必
聞
而
驚
惧
．
此
敷
日
中
，
其
善
整
之
眉
頭
．
正
不
知
為
我
添
幾
重
心
事
也
。

吐
血
し
て
、
自
室
で
療
養
し
て
い
る
夢
霞
の
と
こ
ろ
へ
、
梨
娘
が
蘭
の
花
を
送
っ
て
き
た
。
そ
の
心
遣
い
に
感
激
し
た
夢
霞
の
心
中
の
こ

と
ば
で
あ
る
。
偲
逹
動
詞
「
感
念
」
以
下
に
現
れ
る
「
我
」
は
夢
霞
の
自
稲
で
あ
り
、
二
旬
目
「
口
西
県
能
知
我
病
者
」
、
な
い
し
―
―
文
目

「
其
用
情
之
深
」
以
下
は
偲
達
動
詞
の
支
配
か
ら
獨
立
し
て
、
作
中
人
物
が
物
語
世
界
内
か
ら
直
接
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

鈎
偕
久
別
梨
娘
，
懐
思
頗
切
，
雨
星
期
束
，
又
為
預
備
試
験
，
未
暇
作
書
問
訊
，
考
試
事
竣
，
即
鼓
悼
還
郷
。
自
念
得
輿
久
別
之
梨

艘
，
携
手
碧
窓
，
談
衷
深
夜
，
紅
燈
雙
影
，
笑
語
隅
隅
。
[
…
…
]
彼
梨
艘
之
相
念
，
常
輿
余
同
，
今
日
見
我
蹄
束
，
更
不
知
常
若

何
歓
慰
也
。

499.16

試
瞼
も
終
わ
り
、
夏
休
み
の
鋒
省
を
控
え
た
研
均
偕
が
、
兄
嫁
と
再
會
し
て
語
り
合
う
の
を
待
ち
望
む
う
き
う
ぎ
し
た
氣
持
ち
が
佃
わ
っ
て

く
る
。
語
り
手
や
夢
霞
が
「
梨
娘
」
と
呼
ぶ
の
に
封
し
て
、
知
均
偕
は
「
梨
艘
」
と
兄
嫁
を
呼
び
、
立
場
に
あ
わ
せ
て
呼
稲
が
調
整
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
自
念
得
」
以
下
が
研
均
他
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

無
何
而
入
門
突
，
入
其
門
不
聞
人
磐
；
無
何
而
入
庭
突
，
入
其
庭
不
見
人
影
。
咄
，
離
家
僅
三
月
耳
，
而
門
庭
之
冷
落
，
至
於
如

此
，
我
其
夢
耶
？

喜
び
勇
ん
で
饉
っ
て
き
た
筍
偕
を
迎
え
た
の
は
、
思
い
が
け
な
い
静
寂
だ
っ
た
。
研
均
偕
は
｛
貰
家
の
零
落
ぶ
り
に
驚
き
、
ま
も
な
く
梨
娘
が

病
氣
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
研
均
偕
の
獨
白
が
、
偉
逹
動
詞
の
省
略
さ
れ
た
自
由
式
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
感
嘆
詞
「
咄
」
と
人
稲
を
示

す
「
我
」
を
目
印
と
し
て
、
「
咄
」
以
下
が
作
中
人
物
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

夢
霞
聞
言
，
雖
笑
郷
人
之
迷
信
，
然
其
不
忘
報
本
，
猶
存
醇
厚
之
風
；
含
哺
而
嬉
，
如
見
太
平
之
象
，
不
先
不
後
，
適
於
我
束
校
之

初
，
逢
蕊
佳
節
，
眼
幅
不
浅
哉
。
無
何
，

、
、
、
、
、
、
、
、
、

輿
？
乃
亦
従
而
附
和
之
，
不
其
僅
乎
？

行
至
校
門
，

則
見
門
首
高
懸
國
旗
，

紅
燈
三
四
，

蕩
渫
楷
前
，

、
、
、
、

郷
人
媚
神
，

、
、
、
、

輿
學
校
何

夏
休
み
を
｛
貫
家
で
過
ご
し
た
夢
霞
が
學
校
へ
戻
っ
て
く
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
秋
の
燈
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
偶
然
を
喜
ぶ
氣
持
ち
と

迷
信
に
封
す
る
疑
問
と
が
、
自
由
式
で
表
現
さ
れ
る
。
後
半
傍
点
部
の
よ
う
に
、
停
達
動
詞
だ
け
で
な
く
人
稲
な
ど
の
目
印
も
訣
い
た
場

合
に
は
、
こ
れ
が
語
り
手
の
こ
と
ば
な
の
か
、
作
中
人
物
の
こ
と
ば
な
の
か
を
厘
別
す
る
文
法
的
な
標
識
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。

『
玉
梨
魂
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
な
語
り
手
の
支
配
が
顕
著
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
由
間
接
話
法
に
相
嘗
す
る
よ
う
な

地
の
文
に
お
け
る
作
中
人
物
の
聾
の
浸
透
も
ま
た
大
量
に
見
い
だ
さ
れ
、
語
り
手
／
作
中
人
物
に
よ
る
言
説
支
配
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ

： 
葛
藤
す
る
、
夢
霞
の
聾
／
梨
娘
の
甍

前
節
で
見
た
よ
う
な
作
中
人
物
の
整
を
取
り
込
ん
だ
『
玉
梨
魂
』
の
文
罷
的
特
徴
は
、
物
語
内
容
と
の
隅
連
で
ど
の
よ
う
な
炊
果
を
登

揮
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
第
二
十
三
章
「
剪
情
」
以
下
、
結
ば
れ
な
い
態
に
苦
し
む
寡
婦
の
梨
娘
が
、
夢
霞
を
小
姑
の
鈎
情

と
結
婚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
を
岡
る
が
、
か
え
っ
て
不
本
意
な
結
婚
を
迫
ら
れ
た
約
情
を
苦
し
め
、
ま
た
梨
娘
と
夢
霞
も
斯
ち
が

た
い
情
に
苦
し
む
、
と
い
う
場
面
か
ら
テ
ク
ス
ト
を
引
用
し
て
考
察
す
る
。

夢
霞
は
、
偶
然
に
鈎
偕
が
歌
う
の
を
聞
き
、
結
婚
を
望
ま
な
い
彼
女
の
氣
持
ち
を
知
る
。
つ
い
で
、
以
下
の
よ
う
な
獨
白
が
現
れ
る
。

念
婚
姻
之
事
，
在
彼
固
無
主
櫂
，
在
我
亦
由
強
制
。
[
…
…
]
描
彼
歌
中
之
意
，
巳
逆
知
簿
惜
夫
婿
，
必
為
秋
扇
之
捐
突
。
夫
我
之

情
既
不
能
再
圏
之
彼
，
我
固
不
願
彼
之
情
覚
能
専
麗
之
我
。
設
彼
之
情
而
党
能
隔
我
者
，
則
我
之
造
顛
且
盆
深
，
遺
恨
更
無
盈
突
。

我
深
幸
其
心
脳
中
井
無
＂
夢
霞
＂
雨
字
之
存
在
也
。
所
最
不
安
者
，
彼
或
不
知
此
事
因
何
而
登
生
，
或
寛
誤
謂
出
自
我
意
，
且
狩
以

る
舞
豪
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

500 
． 
1 

517 . 
13 

次
に
、
博
達
動
詞
の
な
い
場
合
を
見
て
み
る
。

乃
取
枕
畔
函
，
折
而
閲
之
。

477.14
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為
神
奸
巨
懸
，
欺
彼
無
母
之
孤
女
，
奪
他
人
之
幸
幅
，
以
償
一
己
之
色
欲
，
則
彼
之
怨
我
恨
我
，
更
何
所
底
止
！
我
於
此
事
，
雖
不

能
無
罪
，
然
若
此
則
我
萬
死
不
敢
承
認
者
。
鉤
偕
乎
，
亦
知
此
中
作
合
，
自
有
人
在
？
汝
固
為
人
作
嫁
，
我
亦
代
人
受
過
乎
？
雖
然
，

夢
霞
は
、
鉤
偕
が
自
分
に
好
意
を
抱
い
て
い
な
い
こ
と
を
幸
い
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
縁
談
が
自
分
が
好
ん
で
進
め
た
も
の
だ
と
誤
解
さ
れ

る
こ
と
を
最
も
恐
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
女
に
こ
の
不
本
意
な
結
婚
を
押
し
つ
け
た
の
は
梨
娘
で
あ
る
こ
と
を
、
面
前
に
は
い
な
い
鉤

偕
を
二
人
稲
の
聰
き
手
と
し
て
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
純
梓
無
垢
な
鈎
俯
の
運
命
を
左
右
す
る
責
任
を
す
べ
て
梨
娘
に

韓
嫁
し
、
自
分
は
鈎
偕
と
同
様
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
利
己
的
な
論
理
は
、
夢
霞
の
梨
娘
に
射
す
る
手
紙
や
詩
詞
と
し
て
で
は
な
く
、

績
い
て
テ
ク
ス
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
夢
霞
の
自
己
中
心
的
な
心
理
を
知
ら
な
い
梨
娘
に
焦
貼
化
さ
れ
る
。

在
梨
娘
初
意
，
固
以
此
事
雙
方
允
治
，
十
分
美
渦
，
為
夢
霞
計
者
固
得
，
為
絢
偕
計
者
亦
未
費
不
深
。
以
貌
言
，
則
何
郎
風
貌
足
焼

濯
郎
；
以
才
言
，
則
崖
女
浦
才
不
輪
謝
女
。
雨
人
異
日
者
，
合
歓
同
夢
，
不
羨
鴛
喬
。
飲
水
恩
源
，
母
忘
媒
的
。
萬
千
辛
苦
，
抽
盛

情
絲
。
百
六
韻
華
，
還
他
艶
幅
。
我
雖
無
分
，
心
亦
可
以
少
慰
突
。

557.19

お
も
う

偉
達
部
「
以
」
以
下
は
、
二
人
の
た
め
に
よ
か
れ
と
思
っ
て
縁
談
を
進
め
た
言
い
分
が
、
梨
娘
自
身
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
。
将
来
は
ぎ
っ

と
仲
む
つ
ま
じ
い
夫
婦
に
な
っ
て
、
媒
酌
の
恩
を
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う
と
、
「
我
雖
無
分
，
心
亦
可
以
少
慰
突
」
と
思
え
る
の

で
あ
っ
た
。

梨
娘
之
得
書
也
，
意
書
中
必
無
他
語
，
殆
彼
已
得
家
報
，
而
以
個
中
消
息
慰
我
無
聯
欺
？
否
則
必
一
幅
琳
娘
，
又
束
索
和
突
。
乍
殴
郎

霞
郎
，
亦
知
余
近
日
為
汝
重
生
煩
悩
，
憂
心
情
惜
，
日
夜
不
寧
，
有
甚
心
情
，
再
輿
汝
作
箪
忠
間
之
酬
答
耶
？
梨
娘
執
書
自
語
，
固

以
此
書
為
掃
愁
帯
，
為
績
命
湯
，
泥
愛
如
鈎
俯
．
今
亦
如
此
，
舎
彼
更
無
能
以
一
紙
濫
語
相
慰
藉
者
突
。

5
5
8
.
8

梨
娘
は
、
夢
霞
か
ら
の
手
紙
は
き
っ
と
彼
の
家
が
結
婚
に
同
意
し
た
知
ら
せ
だ
と
期
待
す
る
。
偲
逹
動
詞
「
意
」
以
下
の
被
偲
逹
部
に
は
、

「
霞
郎
」
と
い
う
呼
び
か
け
以
下
、
夢
霞
を
二
人
稲
の
聰
き
手
と
し
て
、
苦
し
い
心
情
を
訴
え
る
梨
娘
の
生
の
整
が
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
夢
霞
の
手
紙
の
内
容
は
、
梨
娘
の
期
待
と
は
全
く
逆
に
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
な
梨
娘
に
封
す
る
恨
み
を
記
し
た
も
の
で

方
夢
霞
作
書
時
，
雖
亦
自
登
過
激
，
然
語
皆
出
於
至
情
，
意
梨
娘
必
能
相
諒
。
若
在
平
日
，
此
害
亦
等
諸
尋
常
通
訊
之
詞
，
必
不
至

誤
會
而
生
麒
甑
。
今
適
常
左
右
為
難
之
際
，
方
翼
其
有
以
慰
我
，
乃
亦
従
而
怨
我
，
不
覺
其
言
外
自
有
深
惜
，
但
覺
其
字
里
都
含
丑
亡

手
紙
の
引
用
の
あ
と
、
ま
ず
夢
霞
の
言
い
分
が
示
さ
れ
る
。
「
過
激
な
と
こ
ろ
は
あ
る
に
せ
よ
、
す
べ
て
至
情
か
ら
出
た
こ
と
ば
だ
か
ら
、

き
っ
と
梨
娘
も
諒
解
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
」
「
自
覺
」
「
意
」
と
い
う
偲
逹
動
詞
に
よ
っ
て
間
接
話
法
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
、
讀
者
は

こ
こ
に
夢
霞
の
自
己
中
心
的
な
盤
を
聞
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
績
い
て
語
り
手
も
ま
た
、
「
も
し
粋
段
な
ら
ば
、

ふ
つ
う
の
手
紙

の
文
章
と
愛
わ
ら
ず
、
誤
解
か
ら
麒
甑
を
き
た
す
よ
う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
、
夢
霞
よ
り
の
立
場
か
ら
説
明
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

績
<
-
文
に
は
一
韓
し
て
梨
娘
の
整
が
混
入
し
て
い
る
。
「
今
（
梨
娘
／
私
が
）
に
つ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
状
態
に
お
か
れ
、
ち
ょ
う

ど
私
を
慰
め
て
ほ
し
い
と
き
に
、
よ
り
に
よ
っ
て
私
を
怨
む
の
で
、
（
梨
娘
／
私
は
）
言
外
に
深
情
が
あ
る
と
は
知
ら
ず
、
字
面
の
ト
ゲ
ば

か
り
を
感
じ
た
。
」
こ
の
謁
文
で
「
（
梨
娘
／
私
が
）
」
を
加
え
た
個
所
は
、
原
文
で
は
主
語
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
解
繹
は
讀
者
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
あ
い
だ
に
は
さ
ま
れ
た
二
度
の
「
我
」
に
よ
っ
て
、
梨
娘
の
整
が
深
く
響
い
て
く
る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
お

れ
な
い
。
以
下
に
は
、
よ
り
鮮
明
に
梨
娘
自
身
の
整
が
記
さ
れ
る
。

梨
娘
誦
畢
此
書
，
為
之
目
睦
口
呆
，
大
有
水
盛
山
窮
之
感
。
約
俯
失
其
自
主
之
櫂
，
未
免
梢
含
怨
望
，
猶
無
足
怪
。
夢
霞
固
深
知
其

中
委
曲
者
，
我
之
苦
費
心
機
，
玉
成
此
事
，
不
為
渠
，
却
為
誰
耶
？
乃
亦
不
能
相
諒
,
以
[
封
害
来
相
責
問
。
試
思
鉤
偕
之
終
身
，

，
 
.
4
 

ヽ

L
O
 

ー
。
東

5

あ
っ
た
。

ま
ず
地
の
文
に
お
け
る
獨
白
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。

此
不
可
不
使
梨
娘
知
也
。
揺
・
1
7
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干
余
底
事
？
我
因
無
以
償
彼
深
情
，
故
欲
強
作
鴛
盟
之
主
。
昂
知
如
此
，
我
亦
何
苫
為
人
作
嫁
，
而
使
身
為
怨
府
乎
！
嗚
呼
夢
霞
，

汝
非
鐵
作
心
肝
者
，
而
忍
出
此
。
宇
宙
雖
寛
，
我
直
無
容
身
地
突
。
至
此
不
覺
二
陣
心
酸
，
涙
珠
疾
潟
，

559
．
8

夢
霞
か
ら
間
違
っ
た
縁
談
を
無
理
強
い
さ
れ
た
と
責
め
る
内
容
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
梨
娘
の
心
境
が
、
こ
こ
に
は
偲
逹
部
す
ら
省
略
さ
れ

た
か
た
ち
で
直
接
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
を
通
し
て
、
手
紙
へ
の
期
待
が
完
全
に
裏
切
ら
れ
た
梨
娘
の
心
情
は
、
語
り

手
の
偉
逹
を
経
る
こ
と
な
く
、
讀
者
に
直
接
訴
え
か
け
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
内
心
獨
白
の
手
法
を
通
し
て
前
景
化
さ
れ
て
く
る
の
は
、

．
通
の
手
紙
を
め
ぐ
る
二
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
麒
甑
だ
と

い
え
る
。
最
大
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
臨
終
の
床
に
つ
い
た
梨
娘
を
残
し
て
、
夢
霞
が
宜
家
へ
蹄
省
し
て
し
ま
う
場
面
で

あ
る
。
死
の
床
に
あ
っ
て
、
梨
娘
は
次
の
よ
う
な
手
紙
を
夢
霞
に
送
る
。

方
君
行
時
，
梨
影
已
在
床
席
間
討
生
活
，
所
以
不
使
君
知
者
，
恐
君
聞
之
而
不
安
，
且
誤
蹄
期
也
。
君
臨
去
党
無
一
言
志
別
，
想
系

手
紙
に
「
あ
な
た
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
は
、
病
氣
と
聞
い
て
不
安
に
な
っ
た
あ
な
た
が
、
蹄
省
を
逓
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
思
っ

た
か
ら
」
と
害
き
、
「
私
も
あ
な
た
に
病
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
し
、
あ
な
た
も
私
に
蹄
省
の
予
定
を
言
わ
な
か
っ
た
。
お
互
い
さ
ま
だ
か

ら
、
責
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
く
ま
で
相
手
を
氣
遣
う
梨
娘
の
、
文
面
に
表
せ
な
か
っ
た
心
愉
は
想
像
に
難
く
な
い
。

如
書
言
，
則
方
我
蹄
時
渠
已
為
病
魔
所
苦
，
我
火
急
蹄
心
，
方
寸
無
主
，
臨
行
党
未
向
放
嵯
問
訊
，
荒
唐
疏
忽
，
負
我
知
音
，
彼
縦

不
加
責
，
我
能
無
愧
於
心
乎
？
・
[
…
…
]
嗚
呼
梨
姉
，
汝
呆
病
耶
？
汝
病
果
何
如
耶
？
汝
言
病
無
大
苦
，
慎
耶
？
抑
忍
苦
以
慰
我

耶
？
初
病
時
不
使
我
知
，
今
胡
為
忽
偲
此
耗
，
則
其
病
状
誠
有
難
知
者
突
。
嵯
乎
梨
姉
，
汝
病
寛
危
耶
？
今
世
之
情
縁
，
党
以
雨
面

了
之
耶
？
天
道
茫
茫
，
我
又
何
敢
速
信
葛
必
然
耶
？

そ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
も
の
の
、
な
す
す
べ
の
な
い
夢
霞
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
咲
ぎ
の
整
を
テ
ク
ス
ト
に
響
か
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

夢
霞
の
正
直
な
整
は
、
見
舞
い
の
た
め
に
作
っ
た
詩
を
最
後
ま
で
梨
娘
に
送
ら
な
か
っ
た
理
由
ま
で
も
露
呈
し
て
し
ま
う
。

蓋
此
時
梨
娘
方
在
病
中
，
設
貿
然
以
此
詩
付
郵
，
烏
能
直
上
股
嚢
，
種
投
病
椙
？
不
幸
為
傍
人
戯
破
個
中
秘
密
，
且
将
拇
之
以
為
梨

娘
致
病
之
鐵
證
，
梨
娘
将
何
以
堪
？
是
欲
以
慰
之
，
而
反
以
苫
之
也
。
況
乎
二
詩
都
作
傷
心
之
語
，
絶
非
問
病
之
詞
，
病
苦
中
之
梨

娘
，
登
容
復
以
此
酸
整
凄
語
，
再
添
其
枕
上
之
涙
潮
、
葉
邊
之
苦
味
！
器
思
及
此
，
夢
霞
乃
梱
筆
綴
吟
，
不
作
一
字
之
答
復
，
惟
将

二
人
の
秘
密
の
闊
係
が
ば
れ
る
と
か
、
悲
惨
な
詩
旬
は
梨
娘
を
慰
め
る
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
病
身
に
こ
た
え
る
と
か
、
梨
娘
の
死
を
目
前

に
し
て
夢
霞
の
口
か
ら
出
る
の
は
ひ
た
す
ら
自
己
僻
護
の
言
説
な
の
で
あ
る
。

地
の
文
に
浸
透
し
た
作
中
人
物
自
身
の
整
を
通
し
て
、
直
接
讀
者
に
訴
え
か
け
て
く
る
の
は
、
相
手
の
心
理
と
手
紙
の
解
繹
を
め
ぐ
っ

の
テ
ク
ス
ト
が
最
終
的
に
紡
ぎ
だ
し
た
の
は
、
書
簡
の
裏
に
封
じ
込

め
ら
れ
た
夢
霞
と
梨
娘
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
葛
藤
と
斯
絶
で
あ
っ
た
の
だ
。

『
玉
梨
魂
」
は
、
詩
の
應
酬
を
含
む
害
簡
髄
小
説
と
い
う
「
詩
騒
」
の
形
式
に
加
え
て
、
本
来
は
物
語
叙
事
の
機
能
に
徹
す
る
は
ず
の

文
言
の
地
の
文
に
お
い
て
も
、
作
中
人
物
の
評
を
直
接
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大
限
に
内
心
獨
白
1
1
抒
情
の
機
能
を
登
揮
さ
せ
て

い
た
。
白
話
文
に
よ
る
五
四
現
代
小
説
の
言
語
形
式
が
確
立
す
る
直
前
の
隕
者
を
夢
中
に
さ
せ
た
の
は
、
作
中
人
物
の
涙
と
苦
し
み
と
恨

み
を
綿
々
と
訴
え
て
や
ま
な
い
抒
情
す
る
文
言
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

劉
禾

(
L
y
d
i
a
H
.
 L
i
u
)

が
老
舎
『
賂
舵
詳
子
」
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
自
由
式
話
法
は
語
り
の
透
明
性
の
獲
得

お

わ

り

に

て
繰
り
廣
げ
ら
れ
る
彼
ら
の
心
の
揺
れ
動
き
で
あ
る
。

梨
娘
来
書
反
覆
展
玩
。

569.21

569 

1 

成
行
勿
迫
所
致
，
我
未
以
病
訊
告
君
，
君
亦
不
以
蹄
期
語
我
，

一
者
適
相
等
，
可
母
責
焉
。

5
6
8
.
3
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6
 

(
5
)
 

(
4
 

3
 

2
)
 

(
1
)
 

注

に
貢
猷
し
、
中
國
に
現
代
文
學
の
新
た
な
言
語
表
現
を
も
た
ら
し
た
。
「
登
乎
情
，
止
乎
碍
義
」
と
さ
れ
る
思
想
的
保
守
性
や
文
言
の
餅

文
小
説
と
い
う
外
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
玉
梨
魂
』

第

の
言
語
は
そ
の
後
の
中
國
現
代
小
説
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
深
い
革
新
を
内
包
し

陳
平
原
『
中
國
小
説
叙
事
模
式
的
韓
細
8

」
（
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
九
八
八
）
第
五
箪
、
第
七
章
な
ど
。

徐
枕
亜
は
一
八
八
九
年
の
生
ま
れ
で
常
熟
の
人
。
虞
南
師
範
學
校
を
卒
業
後
、
小
學
校
の
教
師
を
経
て
、
上
海
で
『
民
櫂
報
」
の
編
輯
と
な
っ

た
。
『
玉
梨
魂
」
は
そ
の
と
き
の
作
品
で
、
『
民
椛
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
中
島
利
郎
「
徐
枕
亜
と
「
干
梨
魂
」
」
（
『
野
草
j

三
六
、
大
阪
：
中
國

文
藝
研
究
會
、
一
九
八
五
。
の
ち
、
中
島
利
郎
『
晩
消
小
説
研
叢
』
東
京
：
汲
古
書
院
、
：
九
九
七
）
参
照
。

科
畢
麿
止
と
文
人
に
よ
る
小
説
創
作
の
開
係
に
つ
い
て
は
、
駕
喬
鋤
蝶
派
の
作
家
で
雑
誌
編
集
者
で
も
あ
っ
た
疱
煙
橋
が
「
民
國
奮
派
小
説
史

略
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

薔
時
文
人
，
即
使
過
去
不
摘
這
一
行
，
但
科
學
燦
止
了
，
他
側
的
文
學
造
詣
可
以
在
小
説
上
得
到
登
揮
，
特
別
是
稿
費
制
度
的
建
立
，
刺
激

了
他
側
的
寓
作
欲
望
。
（
魏
紹
昌
編
『
鴛
喬
糊
蝶
派
研
究
資
料
』
香
港
：
生
活
・
讀
書
•
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
八
0
、
一
六
七
頁
。
初
出

は
、
上
海
：
上
海
文
藝
出
版
社
、
一
九
六
一
[
)

た
だ
し
、
徐
枕
亜
は
掲
載
誌
の
編
輯
と
し
て
『
玉
梨
魂
』
を
執
策
し
、
原
稿
牧
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
改
め
て
同
じ
物
語
を

日
記
骰
に
し
て
『
雪
鴻
涙
史
」
を
書
い
た
と
い
う
。

『
新
肖
年
」
第
二
巻
第
五
琥
（
上
海
：
禁
盆
書
社
、
一
九

批
判
の
封
象
と
し
て
引
か
れ
る
の
は
、
「
國
會
開
幕
詞
」
、
陳
伯
厳
の
詩
、
胡
先
韓
の
詞
で
あ
り
、
高
く
評
債
す
る
の
は
『
水
滸
停
」
、
『
紅
棲
夢
』
、

呉
妍
人
な
ど
で
あ
る
。

『
玉
梨
魂
』
は
耕
文
小
説
と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
厳
密
な
耕
文
の
骰
裁
を
整
え
た
文
章
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
緩
や
か
な
耕
騰
と
古
文
を
組
み
合

わ
せ
た
よ
り
自
由
な
文
骰
が
大
部
分
を
占
め
る
。
具
骰
的
な
分
析
は
、
陳
平
原
『
二
十
世
紀
中
陸
文
學
史
巻
」
（
北
京
：
北
京
大
學
出
版

社
、
一
九
八
九
）
一
八
三
頁
を
参
照
。
こ
の
こ
と
は
、
錢
鋪
杏
「
林
紆
的
文
憫
」
（
『
七
綴
梨
』
卜
海
：
卜
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
。
初
出
は

一
九
六
四
）
に
い
う
「
林
紆
課
害
所
用
文
憫
是
他
心
目
中
認
為
較
通
俗
、
較
随
便
、
｛
昂
於
弾
性
的
文
言
」
と
の
指
摘
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
り
、

消
末
民
初
の
文
言
小
説
の
通
俗
的
な
文
罷
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
屯
梨
魂
」
中
に
お
い
て
最
も
絣
文
的
罷
裁
を
整
え
た
第
十
九
章

「
秋
心
」
の
以
下
の
一
段
が
、
か
え
っ
て
最
も
通
俗
に
流
れ
て
い
る
こ
と
に
注
烈
し
た
い
。

一
゜

黄
葉
啓
多
，

．
 

蒼
苔
色
死
。

一
．
 

海
棠
開
後
，゜

鴻
雁
束
時
。

一
賦
貫
（
重
字
）

lo，催
遍
幾
番
即
町
'

咀
鳳
＇
送
束
一
片
蜘
聾
゜

。

雙

擬

射

誓
1109
因
燕
巳
為
叫

5
.
＇-

．
 

誓
雨
叫
因
贔
偏
慨
因
魂
。

？
夕
賦
骰
封
（
甍
韻
）

誓
畠
誓
昌
'
-

；
 

秋
情
綿
選
，
秋
興
閾
珊
。

此
日
即
間
，
獨
尋
即
応
'
-

|

．

|

0

 

何
時
釈
月
，
雙
照
釈
人
。

．
；
賦
憫
封

誓
馳
＇
井
為
糊
恨
鳳
'

釈
景
研
叫
，
悩
熟
税
期
剣
川
。

一

・

。

盛
無
限
風
光
到
眼
，
阿
僕
穂
壺
魂
蛸
；

o

.

 

最
難
堪
節
序
催
人
，
客
子
能
無
感
集
？

て
い
た
の
で
あ
る
。

七
年
一
月

日）。
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呉
組
釧
・
端
木
薙
良
・
時
萌
主
編
『
中
國
近
代
文
學
大
系
第
二
楳
•
第
八
巻
・
小
説
集
六
』
（
上
海
・
ト
海
占
店
、

り
。
以
下
、
『
玉
梨
魂
j

か
ら
の
引
用
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
、
貞
・
行
敷
を
付
す
。

(
7
)

平
襟
亜
「
”
鴛
喬
瑚
蝶
派
“
命
名
的
故
事
」
（
魏
紹
昌
編
『
鴛
鳶
瑚
蝶
派
研
究
資
料
」
―
二
八
頁
）
に
見
え
る
劉
半
農
と
朱
駕
雛
の
批
評
。

(
8
)

痘
伯
群
「
論
早
期
鴛
喬
瑚
蝶
派
代
表
作
ー
ー
＇
《
玉
梨
魂
》
」
（
『
文
學
遺
産
』
一
九
八
三
年
第
一
一
期
、
北
京
：
中
華
書
局
）
／
一
五
頁
。
の
ち
、

苑
伯
群
『
證
拝
六
的
瑚
蝶
夢
ー
論
鴛
喬
瑚
蝶
派
』
（
北
京
：
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
九
）
所
収
。

(9)C.T•Hsia, 

"Hsii C
h
e
n
,
y
a
'
s
 Yu-li h
u
n
:
 A
n
 Es
s
a
y
 in L
i
t
e
r
a
r
y
 H
i
s
t
o
r
y
 
a
n
d
 C
r
i
t
i
c
i
s
m
.
"
 
in 
L
i
u
 T
s
'
u
n
'
y
a
n
 a
n
d
 

J
o
h
n
 M
i
n
f
o
r
d
 ed., 
C
h
i
n
e
s
e
 M
i
d
d
l
e
b
r
o
w
 F
i
c
t
i
o
n
:
 F
r
o
m
 t
h
e
 
C
h
'
i
n
g
 a
n
d
 E
a
r
l
y
 R
e
p
u
b
l
i
c
a
n
 E
r
a
s
.
 H
o
n
g
 K
o
n
g
:
 

C
h
i
n
e
s
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 1
9
8
4
.

中
國
語
謁
に
、
夏
志
消
著
、
欧
陽
子
謁
「
《
玉
梨
魂
》
新
論
」
（
上
）
（
中
）
（
下
）
（
盆
明
報
月
刊
」
二
三

七
ー
ニ
三
九
、
香
港
：
香
港
明
報
有
限
公
司
、
一
九
八
五
・
九
ー
十
一
）
が
あ
る
。

(10)

陳
平
原
「
消
末
民
初
言
俯
小
説
的
類
型
特
徴
」
、
『
中
國
小
説
史
論
j

所
牧
（
『
陳
平
原
小
説
史
論
集
」
下
、
石
家
荘
：
河
北
人
民
出
版
社
、
一

九
九
七
）
一
六
四
五
頁
。
一
六
五
五
頁
も
参
照
。
初
出
は
、
『
中
駁
現
代
文
學
國
際
研
討
會
論
文
集
：
民
族
駁
家
論
逃
：
従
晩
消
、
五
四
到
日
撮

時
代
嚢
溝
新
文
學
』
（
豪
北
：
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
締
備
虞
、
一
九
九
五
）
。
未
見
。

(11)

こ
の
黙
に
つ
い
て
燭
れ
た
も
の
に
、
楊
義
・
中
井
政
喜
・
張
中
良
『
二
十
世
紀
中
國
文
學
圏
史
」
上
（
棗
北
：
業
強
出
版
社
、
＿
九
九
五
）
六

六
ー
六
七
頁
が
あ
る
。

(12)

例
え
ば
、
凋
夢
龍
の
「
古
今
小
説
序
」
な
ど
。

(
1
3
)
申
丹
『
被
述
學
輿
小
説
文
骰
學
研
究
」
（
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
）
。

這
是
因
為
漢
語
中
不
存
在
引
語
従
旬
的
連
接
詞
，
無
大
小
寓
之
分
，
人
何
的
”
従
旬
意
識
＂
較
弱
，
因
而
作
為
従
句
的
間
接
引
語
的
轄
述
語

典
作
為
獨
立
旬
子
的
自
由
間
接
引
諾
之
間
的
差
別
，
遠
不
像
在
西
方
語
言
中
那
隊
明
顕
。
（
三
一
こ
頁
）

漢
語
中
無
引
専
賓
語
従
旬
的
連
接
詞
（
也
無
大
小
｛
為
之
別
）
，
如
果
間
接
引
語
的
韓
辿
語
有
雨
個
以
上
的
分
句
，
従
第
二
個
分
句
開
始
，
轄

述
語
就
有
可
能
完
全
形
同
於
自
由
間
接
引
語
。
（
三
六
三
頁
）

劉
禾
『
語
際
書
寓
ー
ー
現
代
思
想
史
寓
作
批
判
網
要
」
（
香
港
：
天
地
圏
書
有
限
公
司
、

閉
n
s
言
g
u
a
l
P
r
a
c
t
i
c
e
:
 L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
こ
V
a
t
i
o
n
a
l
C
u
l
tミ
re,
a
n
d
 T
r
g
s
l
a
t
e
d
 M
o
d
e
r
n
i
t
y
|
C
h
i
n
a
,
 1
9
0
0
-
1
9
3
7
,
 
S
t
a
n
f
o
r
d
:
 

S
t
a
n
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 1
9
9
5
.
 
S
e
e
 C
h
a
p
t
e
r
 4
.

初
出
は
、
『
今
天
』
三
（
香
港
：
社
會
理
論
出
版
社
、
一
九
九
四
ー
秋
）
。
未
見
。

(14) 

一
九
九
七
）
第
四
章
。
原
著
は
、

L
y
d
i
a
H
.
L
i
u
 

一
九
九
一
）
五
三
一
一
頁
よ
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